
























































































































































で、すでに 1 km2あたり 745人を数えており、大正から昭和初期にかけては約 870～890人、そして戦


































う形になっており、出願可能な畑数は、最初は 1戸につき 3畑、後年になって 20畑まで許可された
［中国地域社会研究会　1956：366］。なお、人参畑には屋根（縦 3尺×横 7尺）をつけるが、この屋





























西暦 総農家数（戸） 桑園のある農家数（戸） 桑園の栽培面積（ha） 養蚕農家戸数（戸）
1950年 861 499 131.6 406
1960年 817 450 130.8 411
1970年 721 308 70 250
1975年 679 93 14 45




























によると、漁船数 343艘のうち、無動力船が 273艘で、動力化率は約 20％に留まっている。したが
って、経営規模は概して小さく、1953年の 1漁船あたりの漁獲高は 1万 8000円あまりと、島根県の
平均の 10分の 1以下になっている。
　同じく第 2次漁業センサス（1954年）による八束村の漁家数は 307戸で、このうち専業は 10戸、














総数 307 238 69
その他の刺網 28 15 13
その他の釣、延縄 73 52 21
採貝・採藻 205 171 34
その他の漁業 1 0 1
























ボラ 　 　 　 ○ ○
スズキ 　 　 　 ○ ○ ○
ウナギ 　 　 　 ○ ○ ○
ヒイラギ（エノハ） 　 ○ ○
メバル 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロダイ 　 　 　 ○ ○ ○
ハゼ 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○
シラウオ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○
コバイワシ 　 ○
アミエビ ○ ○
エビ 　 　 　 　 ○
カニ 　 　 　 　 ○
モガイ（赤貝）※ 1 　 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ ○ ○ ○
カキ※ 2 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○
オゴノリ 　 ○ ○ ○ ○
※ 1　モガイは人工採苗で、8月に採苗する 出典：中国地域社会研究会編『八束村誌』1956年








































美保関と、美保関・境港の 2航路で 8隻の船を 1日各 6往復させていた。大根島には、波入と入江に
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生業形態が主流で、村の総生産額 1億 4200万円のうち農産が 85％を占めている。しかし、1人当た









































値を示している。1950年の統計では、1 km2につき、境町の 5515人を最高として、半島内の 12町村のうち
8町村が 1000人を超えている。
（ 4 ）　入会慣行は、漁業制度の改革に伴って、1951年 3月に消滅した。新たに、各集落地先の共同漁業権が
創設され、それ以外は自由操業区域とすることが定められた［中国地域社会研究会　1956：229︲230］。
152
（ 5 ）　ソリコ舟は底が丸く、舳先が高いため、重心が高い。そのため、櫓を漕ぐと左右に揺れる。赤貝採取に
は、その揺れを利用し、ケタの爪で海底を掘り起こす［樫村　2011：74］。
（ 6 ）　中浦水門は現在の江島大橋の南側に建設された。中海干拓事業では、大根島の対岸地域で予定されてい
た干拓と農地造成が、1989～1992年の間に一部で完了していたが、減反政策や淡水化による環境破壊など
の問題から、2000年になって社会状況の変化を理由に干拓工事の中止が決定された。2002年には淡水化事
業そのものが中止となり、2009年に中浦水門が撤去された。
（ 7 ）　小笠原諸島・奄美群島・沖縄離島は日本復帰後に単独で地域立法を持った。
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